2004年秋　パリ、南仏旅行（３）
9月27日（月）
　セーヌ河ディナー・クルーズ

　部屋に戻って少しベッドに横になった後、入浴。身体を温めると昼間の疲れもあって、うたた寝。７時２０分頃、着替えをして、ミュー・インフォメーションで予約したセーヌ河ディナー・クルーズへ。集合場所のミキ・ツーリストに着いて日本人３組と合流。送迎用のマイクロ・バスでエッフェル塔近くの乗船場へ。8時に外国人観光客に混じって乗船後、日本人4組が1つのテーブルにつく。まもなく、日本語のメニューが一人ずつに配られる。フランス語メニューの邦訳のコピーをにらみながら、オーダーを決めるのに苦労する私達には、やれやれといったところ。

　前菜、メイン・ディッシュ、デザートから１品ずつ選ぶやり方だったので、私は「カンバス海老のパイ包み」、「牛フィレのステーキ、サヴォア風のグラタン」、「アーモンドアイス」をそれぞれ注文。連れ合いは「ラタゥイユのパイ包み」、「ホタテ貝のソテー、アーティチョークの若菜」、「りんごブリューレー」を選んでいた。料理を待ちながら、シャンパンで乾杯したあと、赤白ワインを味わう。昼間の歩き疲れとのどの乾きに加え、クルーズとあって、さすがに気分はいい。やがて、弦楽の生演奏に合わせて同乗した歌手がクラシックを歌いはじめ、船内のムードは盛りあがる。運ばれた料理を口にしてしばらくすると、船はエッフェル塔を背にシテ島方向へ動き出した。

　テーブルの両隣の日本人と会話が弾む。片方は母娘、もう片方は姉妹だったが、どちらもイタリアからツアーで北上してきて、今夜は自由行動でここへ参加したとのこと。もう1組は熟年カップル。かなり旅なれた様子だった。

　やがて、演奏はクラシックからシャンソンに移り、歌手は枯葉を歌い始めた。特別、うまいとは思わなかったが、セーヌ河をゆったりと下る船上で聞いたシャンソンは格別だった。外国人カップルは歌につられて中央で所狭しと踊り出した。日本人客はそれをポカンと眺めるだけ。この辺が彼我の差といったところ。

　船は右手にミッテラン国立図書館を見るあたりでＵ・ターン。やがてルーブル美術館を右手に、オルセー美術館を左手に通りすぎて、エッフェル塔そばの船着場へ戻る。来るときと同じミキ・ツーリストの案内役が待機していた。もう11時半だったので、マイクロバスでホテル前まで送ってもらったのはありがたかった。さほど疲れはなかったが、ワインが回ってきて、まもなく眠りについた。

9月28日（火）　アヴィニョンへ

　パリ最後の日となった。ビュッフェ形式の朝食を済ませて、9時半に再びヤマト運輸へ。これから先、少しでも身軽に動きたいので、用済みの衣類、資料などを発送。残りの時間をとオルセ－美術館へ向かう。開館時刻10時の5分ほど前に着くと、玄関前広場は長蛇の列。20分ほどして入館となったが、前回、ひととおり回ったのと今回は時間が限られているので、印象派を代表する作品が並ぶ上階（3階）へ直行。17室は印象派の類例展示。19～21室は1870～80年代以降と区切ってドガ、マネ、ルノワール、モネの作品がそろう。私には貴婦人像よりもシスレーの端正で淡白な風景画の方が親しみやすい。また、26日に出かけたマルモッタン美術館でも見たモネのサン・ラザール駅の風景画もひたむきな日常性を題材したのが惹かれる。サン・ラザール駅

前回もそうだったが、上から中階へ下るのに、また、まごついた。階段を間違えるとぐるぐる回って同じ場所に戻ってしまう。（以下、未完）

